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1. 計画策定にあたって 

1.1 計画の背景と目的 

武並町は、恵那市⻄部に位置しており、古くは中山道、現在は JR 中央本線、国道 19
号が東⻄に並走し交通の要衝であるとともに、田園と山あいに囲まれのどかな⾵景が広が
る町です。また、今後リニア中央新幹線の開業や国道 19 号瑞浪恵那道路の開通が予定さ
れており、地域外からより多くの交流が期待されるところです。恵那市では、総合計画や
都市計画マスタープランにおいて、計画地周辺をまちづくりの交流拠点として位置づけ、
道の駅を整備し地域活性化を図る方針を掲げています。 

計画の実現に向け、これまでに「武並町における道の駅のあり方」について検討し、令
和 2 年度に「（仮称）武並町道の駅基本構想」を策定しました。⼀方で、社会情勢や道の
駅の設置数増加を背景に、道の駅は「第 3 ステージ」を迎えており、地域周辺や恵那市全
体と連携した地域デザインへの貢献が求められています。 

本計画では、（仮称）武並町道の駅がどのような施設であるべきかについて、基本構想
を⼀部見直すとともに、事業内容の具体化を図りました。また、施設整備や管理運営の事
業手法など事業の実現に向けた検討事項を取りまとめ、今後の事業推進に役立てることを
目的としています。 
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2. 現況把握 

2.1 計画地の概要 
恵那市武並町は恵那市の⻄の⽞関⼝となる場所に位置しています。中山道、中央⾃動車
道、国道１９号、ＪＲ中央本線が東⻄を並走し、新たにリニア中央新幹線、国道19号瑞浪
恵那道路の整備が進められています。国道19号瑞浪恵那道路の整備に合わせ、武並町竹折
地内に道の駅を計画しています。 

①名称    ：（仮称）武並町道の駅 
②位置    ：恵那市武並町竹折地内 
③計画⾯積   ：約7,500㎡ 
④地域指定   ：都市計画区域内用途地域指定なし 

出典：地理院地図をもとに作成 

図 1 計画地の位置
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2.2 上位・関連計画 

恵那市の上位・関連計画等について、当該道の駅に関連する項目を整理します。 

表 1 上位・関連計画⼀覧表 
計画名 道の駅との関連事項 

まちづ
くり 

第 2 次恵那市総合計画
後期基本計画

計画地周辺はまちづくりの拠点として、計画的に道路・住宅・産業立
地等の開発を進める。 

都市計画マスタープラ
ン 

計画地周辺は地域の交流の核として地域振興施設（道の駅）を整備
し、地域活性化を図る。また JR 武並駅、恵那スケート場などからの
アクセス道を検討し、交通動線や歩⾏者空間を確保する。

第 2 次恵那市地域計画
（後期） 

武並町に安全な遊び場や公園の整備、中山道を中⼼とした地域資源を
有効に活かし、歩いて楽しむ観光、武並駅周辺の整備、地域特産品に
よる地域おこし、加⼯施設・販売施設の設置などを図る。恵那スケー
ト場と周辺を活用したイベントを優先的に検討する。 

恵那市リニアまちづく
り基盤整備計画 

計画地に地域振興施設（道の駅）の整備を図る。恵那⻄⼯業団地や武
並駅⻄側地区に住宅地などの基盤整備を進める。瑞浪恵那道路と周辺
道路との取り付けや、武並駅周辺にパークアンドライド駐車場等を整
備する。 

恵那市国⼟強靭化地域
計画 

観光客の安全性の向上を図るため、観光施設の耐震化を進める。防災
拠点を結ぶ緊急輸送道路の整備を進め、災害時の避難路の確保等を図
る。

恵那市景観計画 ⾃然環境や集落景観、田園等と調和する配置・形態意匠とする、⾃然
植生と調和した緑化により⾃然環境及び景観の復元に努める。 

観光 恵那市観光ビジョン
（改訂版） 

来訪者の市内周遊と宿泊を促進させるため施設・店舗の魅⼒向上、賑
わい創出の拠点の整備、インバウンド観光の推進、恵那固有の⾃然や
歴史を活かしたアウトドアレジャーと歴史観光の推進等を図る。 

恵那市アウトドアレジ
ャー推進計画 

アウトドアレジャーにより、恵那市最⼤の観光資源である「⾃然」を
活かし、「宿泊」「体験」「⾷」の連携と統⼀感を創出し、滞在・回遊
につなげることで、地域活性化を目指す。 

防災 恵那市地域防災計画 恵那市の観光施設等の利用者の安全を図るとともに、開発に伴う災
害、道路や建築物等の災害の防⽌対策を図る。また避難所など避難対
策や帰宅困難者対策等に取り組む。 

福祉 買い物や通院など交通弱者への配慮、地域の交流機会の充実と情報発
信の促進、⼦どもや⼦育て世代への支援等に取り組む。 

環境 恵那市緑の基本計画 計画地周辺は生産基盤と都市の発展と調和しつつ、維持する緑地形成
を目指す。

第 2 次恵那市環境基本
計画【後期】

森林環境の維持･活用、水辺環境の保全、建物･設備等の脱炭素化、恵
那らしさの維持･活用、地域による環境保全活動等の推進を図る。 

恵那市森林整備計画 公益的機能の発揮に必要最低限の森林整備⾏い、搬出の条件が整って
いる場合には伐採木を搬出し、有効利用する。 

スポー
ツ

恵那市スポーツ推進計
画

岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場を中⼼として、ノルディック
ウォーキングの開催、⾃然環境を生かした遊びの場、中部⼤学と連携
したウォーキングコース、⼤学施設の⼀部開放など利用促進を検討す
る。

産業・
産学 

恵那市産業振興ビジョ
ン 

来訪者の市内周遊と宿泊を促進させるため施設・店舗の魅⼒向上、賑
わい創出の拠点の整備、恵那固有の⾃然や歴史を活かしたアウトドア
レジャーや歴史観光の推進等を図る。 

恵那市たべる推進計画 買いたくなる・使いたくなる農産物の生産、⾷べたくなる⾷事の提
供、恵那の味で観光客の誘客や次世代への伝承等を図り、市内⾷料品
の調達率を⾼め、地域経済の活性化を目指す。 
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2.3 武並町の現状と課題 

武並町の現状及び道の駅に関連し考慮する必要のある課題を示します。 

表 2 考慮する必要のある事項(1) 
項目 考慮する必要のある事項 

道路交通 ○恵那市の⻄の⽞関⼝となる場所に立地する。 
○武並町内の東⻄を中央⾃動車道、国道 19 号、ＪＲ中央本線が並走し、リニア中央新

幹線、国道 19 号瑞浪恵那道路の整備が進められている。 
〇現国道19号は⼤型車の利用が多い。将来的に瑞浪恵那道路も⼤型車混⼊率が⾼くなる

と予想され、計画道の駅はトイレ休憩で立ち寄りやすい位置にある。 
→瑞浪恵那道路やリニア中央新幹線岐阜県駅の整備により、これまで以上に遠方から
の来訪者やインバウンド観光増加が期待され、新たなビジネスチャンスがある。 

観光 〇東濃エリアは⼟岐プレミアムアウトレット、馬籠宿、恵那峡、ゴルフ場などの施設が
ある。計画道の駅は瑞浪恵那道路に⾯し、これら施設から車で立ち寄りやすい位置に
ある 

〇東濃エリアへは愛知県からの日帰り旅⾏者の割合が⾼く、域内宿泊率が低い。 
〇恵那市は⾃然、歴史、温泉、郷⼟料理などの観光資源があり、年間約354万⼈（R1）

が訪れる。観光⼊込客数の約半数を道の駅・SAが占める。 
→道の駅は恵那市の重要な観光施設の⼀つであるが、道の駅に観光客が集中している
ことは恵那市内の観光の回遊性が伴っていないことも考えられる。 

地域生活等 〇武並町は極端な⼈⼝減少はないものの、将来的（Ｒ17）に⼈⼝減少、⾼齢化が進⾏し
ていくと予想される。 

○瑞浪恵那道路整備に合わせて、瑞浪恵那道路に⾯して地域振興施設（道の駅）、計画
地東に恵那⻄⼯業団地、武並駅⻄側地区に住宅地、武並駅南にＰ＆Ｒ駐車場の整備な
どが計画されている。 

〇計画地周辺は⾷品スーパーやドラッグストア等がなく、地域住⺠の買い周り施設が不
足している。 
→武並駅周辺整備により⼦育て世代の⼈⼝増も予想され、地域が⼤きく変わると期待
される。 

〇武並町内にまちづくり町⺠会議⾷農部会等による農産物販売所があり、恵那スケート
場では冬季の休日に野菜や五平餅等を販売するなど、地域の取り組みが進められてい
る。 
→恵那スケート場等と⼀体となった農産物等の販売や⾷の提供、イベント等を開催し
やすい。 

地域の歴史・
資源 

○江戸時代武並町竹折付近は恵那から名古屋に向かう下街道があり、商⼈や伊勢神宮へ
の参拝者などが多く通⾏した。計画道の駅付近は中山道⼤湫宿の助郷であり中山道か
ら岩村城への⼤名街道のある農村地域であった。 

○JR 中央本線武並駅から徒歩圏内にあり、東海道⾃然歩道・中山道、JR さわやかウォ
ーキングのルートに近い。 
→計画道の駅は周遊観光の起点・立ち寄り・休憩拠点となりやすい。 

〇市内には山間地域の豊かな⾃然から生まれた地域特有の⾷材・⾷⽂化がある。 
→歴史や⾃然、⾷など地域独⾃の地域資源があり、⾷は地域の特徴を生かしやすく集
客、収益性もある⼤きな要素となりやすい。 
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表 3 考慮する必要のある事項(2) 
項目 考慮する必要のある事項 

地域の施設 〇計画地の南⻄にクリスタルパーク恵那スケート場が隣接する。国際規格の400ｍスピ
ードスケートトラックがあり、冬季の利用者が多く年間75,000⼈以上（R1）が利用す
る。 

〇恵那スケート場の南に中部⼤学研修センターがあり宿泊研修やスポーツ等が開催され
る。 
→恵那スケート場のスポーツイベント・⼤会、東海⾃然歩道の散策等の受け皿があ
る。 

〇計画地と恵那スケート場との間は藤ノ木川が流れ、計画地南側は⾃然体験ゾーンを計
画している。 
→藤ノ木川や⾃然体験ゾーンの⾃然環境を活かした⼀体的な利用を図る必要がある。

景観 ○周辺よりも⾼い位置に計画道の駅が整備され、周辺の住宅等から日常的に視認され
る。 

○樹林地の伐採、棚田の改変、盛⼟・切⼟法⾯の出現等により周辺景観が変化すること
が予想される。 
→周辺⾃然環境や景観との調和、良好な景観を創出する形態意匠とする必要がある。

〇瑞浪恵那道路の線形により、道路利用者から計画道の駅が視認しにくい可能性があ
る。 

○JR 中央本線武並駅や周辺市道からは、計画道の駅が視認できず位置がわかりづら
い。 
→計画道の駅へのアクセス動線や周辺観光施設との連携、周辺生活道路への通過交通
対策等を検討する必要がある。 

○瑞浪恵那道路及び道の駅の整備により掘削⼟砂や伐採林が発生することが想定され
る。リニア中央新幹線の整備に伴う⼟砂も発生している。 
→伐採木や発生⼟砂の利活用、緑地や棚田等の保全・再生等を検討することも必要と

なる。 
防災 〇現国道 19 号は災害時の⼀次緊急輸送道路に指定されている。（瑞浪恵那道路は将来

的に⼀次緊急輸送道路に指定される可能性がある） 
〇恵那スケート場は指定避難場所、中部⼤学研修センターはドクターヘリ離着場、計画

地より東のまきがね公園は⼆次防災拠点に指定されている。 
〇⼟岐川沿いは洪水浸水想定区域に指定されている箇所もある。 

→道の駅は防災機能の拠点となり、恵那スケート場、中部⼤学研修センター、まきが
ね公園との連携を図る必要がある。 
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2.4 近隣の類似施設 
計画地周辺に道の駅そばの郷らっせぃみさとや瑞浪市農産物直売所きなぁた瑞浪などの

関連施設があります。また瑞浪市では国道 19 号瑞浪恵那道路沿線に道の駅を計画してい
ます。周辺の道の駅や関連施設等について把握し、当該道の駅の導⼊機能を検討します。 

出典：地理院地図をもとに作成 
図 2 計画地周辺の道の駅 

① 道の駅 「そばの郷 らっせぃみさと」（恵那市） 

特徴 農業振興基本計画において「そばによる地域振興計画」を打ち立てている。
そばの郷づくりを目指し、そばをテーマとした道の駅

計画地からの距離 計画地から車で約 7 分、移動距離 4.9km
主な施設 らっせぃみさと直売場（農産物販売）、おみやげ（特産物販売）、 

そば処らっせぃ庵（飲⾷）、そばうち体験道場、公園 等

② 道の駅 「おばあちゃん市・山岡」（恵那市） 

特徴 山岡町の名物の細寒天と隣接する⼩⾥川ダムとの⼀体的な活用を図る道の駅
計画地からの距離 計画地から車で約 28 分、移動距離 20.3km
主な施設 みたらし茶屋(飲⾷)、直産品売り場、販売店舗（五平餅） 

巨⼤木製水車、與運橋(ようんばし、指定⽂化財)、⼩⾥川ダム、 
芝生公園、展望台、幸せの鐘 等
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③ 道の駅 「上矢作ラ・フォーレ福寿の里」（恵那市） 

特徴 キャンプ場やコテージ等の⾃然体験施設との⼀体的な活用が図られている道
の駅

計画地からの距離 計画地から車で約 31 分、移動距離 23.9 km
主な施設 

④ 恵那市観光物産館 「えなてらす」（恵那市） 

特徴 恵那駅に隣接している観光案内所兼特産品等の物販を⾏っている施設
計画地からの距離 計画地から車で約 9 分、移動距離 5.4km
主な施設 観光案内所、物販（特産物、農産物等）

⑤ 瑞浪市の新たな道の駅（瑞浪市釡戸に計画中） 

特徴 瑞浪市で計画されている川辺に⾯した平場でのアウトドアアクティビティを
軸とした道の駅 国道 19 号瑞浪恵那道路の供用開始に合わせた道の駅の開
業を予定している

計画地からの距離 計画地から車で約 11 分、移動距離 7.5km
主な施設 

⑥ 瑞浪市農産物等直売所 「きなぁた瑞浪」（瑞浪市） 

特徴 農家の庭先モールとして、農産物の販売を⾏う直売所
計画地からの距離 計画地から車で約 15 分、移動距離 11.4km
主な施設 物販施設(地場野菜・瑞浪ボーノポーク等)、飲⾷施設、⼟産、 

軒下専門店（塩⼲物・焼き物等）、BBQ 場
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2.5 現状把握のまとめ 
以上より、現況把握のまとめます。 

現状と課題のまとめ 

近隣の類似施設のまとめ 

○計画道の駅を通じて武並町の強みを活かし、地域課題の解決を図ること
により、恵那市全体との連携や活性化につなげる必要があります。 

【道路交通】 
今まで以上に遠方からの来訪者やインバウンド観光増加に向けてビジネスチャンスがあ
り、計画道の駅が情報発信・観光の拠点としての役割を担う施設となることが期待され
ます。 

【観光】 
計画道の駅と恵那市全体とが連携し、宿泊、体験、⾷による滞在と回遊により地域活性
化につなげることが期待されます。 

【観光】 
地域住⺠だけでなく市⺠や観光客、道路利用者等を含めて広く非日常を体験でき、天候
や季節に左右されない受⼊環境整備が望まれます。 

【地域生活等】 
道の駅を通して地域の住⺠サービス機能を⾼め、地域ブランドの形成や創業・起業のチ
ャレンジ等、地域の産業振興につなげることが期待されます。 

【地域の歴史・資源】 
歴史や⾃然、⾷など武並独⾃の地域資源があり、地域資源を活かした着地型体験コンテ
ンツを提供することが望まれます。 

【地域の施設】 
周辺には恵那スケート場や東海⾃然歩道などスポーツや⼤会、イベント等の受け皿があ
り、⼀体となった動線確保、利用やイベント等の連携が望まれます。 

【防災】 
道の駅は災害救援拠点、物資の輸送拠点、災害情報提供等の中継拠点として機能しやす
く、恵那スケート場や中部⼤学研修センターなどとの防災⾯の連携が必要となります。 

【景観】 
計画道の駅は周辺⾃然環境や景観との調和、周辺住⺠の生活環境への配慮、良好な景観
を創出する形態意匠とすることが期待されます。 

○周辺の道の駅と重複してよいものと、差別化を図った方がよいものを整
理し、道の駅に導入する機能を検討する必要があります。 

◆農産物や特産品の販売について、周辺の道の駅等でも販売されていますが、同規模
程度であれば競合しにくいと考えられます。 

◆「そばの体験施設」、「宿泊施設」、「平場のアウトドアアクティビティ」は、周辺の
道の駅との差別化を図るため、避けることが望ましいと考えます。 
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3. 道の駅について 

3.1 道の駅の基本機能 
道の駅は、次の３つの機能を併せ持つ休憩施設です。また、道の駅として登録するため

の登録要件としてこれらの機能を設置する必要があります。 

 ○休憩機能  

・・・道路利用者のためのトイレ休憩、疲れや気分のリフレッシュができる機能。 

○情報発信機能  

・・・道路利用者や地域の方々のための情報発信の機能。

 ○地域連携機能  

・・・「道の駅」をきっかけに町と町とが手を結び活⼒ある地域づくりを共に⾏う機能。⽂
化や教養、観光等、「道の駅」を契機とする広域的な連携と交流により活⼒ある地域づ
くりが促進されます。 
例として、⽂化ホールや広場等で⾏う交流イベント、地域雇用の創出、地産地消等に
よる産業の活性化などがあります。 

出典：国⼟交通省 HP 

図 3 道の駅の基本機能のイメージ図 
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3.2 近年の動向 
道の駅は令和 5 年 8 ⽉現在 1209 駅（中部ブロック 135 駅、岐阜県内 56 駅）ありま

す。道の駅の認定を⾏っている国⼟交通省は、令和 2 年より「道の駅は第３ステージを迎
え、新たな取り組みが必要である」と発表しており、社会情勢や設置数の増加にあわせた
位置づけへと変化しています。 

○第 1 ステージ：平成 5～24 年（1993～2012 年） 

 ・・・「通過する道路利用者へのサービス提供の場」として、道の駅沿いの道路利用者の
休憩所の位置づけ

○第 2 ステージ：平成 25～令和元年（2013～2019 年） 

 ・・・「道の駅⾃体が目的地となる場」として、道の駅が地域内外から観光の目的地の⼀
つに選ばれるように、第１ステージの休憩機能から複合機能をもつ拠点の位置づ
けへ変化

○第 3 ステージ：令和２年～（2020 年～） 

 ・・・「地方創生・観光を加速する拠点であり、ネットワーク化で活⼒ある地域デザイン
にも貢献できる場」として、道の駅⾃体が拠点であるとともに、他の拠点等との
連携を図ることで、第 2 ステージの拠点づくりから地域づくり等のより広い範囲
を対象とした位置づけへ変化

出典：国⼟交通省 HP 

図 4 道の駅第 3 ステージのイメージ図 

○道の駅の登録要件である３つの基本的な機能を踏まえた上で、第３ステ
ージに適応した周辺地域や恵那市全体と連携した計画が必要です。 



3.道の駅について 

- 11 - 

3.3(仮称)武並町道の駅基本構想 

（1）検討の経緯 
武並地域計画の実現に向け、令和元年 5 ⽉に武並駅周辺整備検討会を設立し、地域の

活性化及び住⺠の福祉の向上を図るため、3 つのゾーン（交通結節点機能強化ゾーン、
住宅整備ゾーン、にぎわい創出ゾーン）を設定しています。そのうちにぎわい創出ゾー
ンでは、武並駅周辺のにぎわい創出には道の駅の設置が適切であるとして、「武並町に
おける道の駅のあり方」について検討し、「（仮称）武並町道の駅基本構想」を策定して
います。 

（2）ターゲット層 
にぎわい創出ゾーン検討部会での検討により、生活利便性に課題を抱え、利用頻度の

多い「地域・周辺住⺠」をメインターゲットとし、「日常生活の便利を支える商業施
設」が必要であると導いています。 

出典：（仮称）武並町道の駅基本構想 

図 5 （仮称）武並町道の駅基本構想におけるターゲット層の分析 
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7,500 ㎡に縮小 

（3）整備コンセプトと基本方針 
（仮称）武並町道の駅基本構想において道の駅の整備コンセプトを「彩りのまち た

けなみ」〜暮らしに寄り添い未来へひろがる道の駅〜と設定し、コンセプトに基づき道
の駅全体の基本方針を取りまとめています。 

【道の駅全体の基本⽅針】 
持続可能で個性豊かな、多くの⼈に愛される「たけなみを彩る道の駅」を⽬指します。 

★にぎわいを彩る 〜何度でも訪れたくなる、みんなに魅⼒的な道の駅
★ふれあいを彩る 〜市内外の集客、及び多様な交流・連携を育む道の駅
★暮らしを彩る   〜地域の暮らしに寄り添い、いきいきと暮らせる道の駅
★個性を彩る  〜地域独⾃の個性を活かした、他にない道の駅
★未来を彩る  〜次世代の先進技術を活用した、新たな価値を創出する道の駅

（4）想定される施設配置と施設規模 
基本構想時は道の駅の想定規模を 16,650 ㎡としていましたが、基本計画では 7,500

㎡に縮⼩したため、施設内容や各規模の見直しが必要となります。 
表 4 基本構想時の想定される施設配置と施設規模 

【基本構想時の整備コンセプト】 

「彩りのまち たけなみ」 
〜暮らしに寄り添い 未来へひろがる 道の駅〜
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4. 整備コンセプトと基本方針 

4.1 整備コンセプトの考え方 
道の駅は道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供や道の駅第 3 ステージとして

地域の振興に向け地域等との連携が必要であること、また商業施設の必要⾯積が計画地内
で確保できないこと等を踏まえ、基本構想時の整備コンセプトを見直す必要があります。

＜基本構想時の主な機能の考え方＞

生活利便性に課題を抱え、利用頻度の多い 
「地域・周辺住⺠」をメインターゲットとした 

「⽇常⽣活の便利を支える商業施設」が必要と導いています 

＜道の駅の基本機能の整理＞

「道の駅」第 3 ステージとして、地方
創生・観光を加速する拠点へ＋ネット
ワーク化で活⼒ある地域デザインに貢
献することが求められています 
➡道の駅の従来の目的である道路利用

者のニーズや道の駅第３ステージに
おける周辺地域や恵那市全体等との
連携が必要

＜道の駅に必要な機能の整理＞

地域福祉の機能を支えるには特徴的な
機能や仕組みが必要ですが、日常生活
のためのスーパー等の必要⾯積が⼤き
いため、道の駅としての必要な機能の
設置が困難となります 
➡日常生活の機能は、武並駅周辺整備

検討委員会で検討 

＜令和 5 年度道の駅運営検討委員会における目指す道の駅の検討内容＞
■基本構想におけるスーパーやドラッグストア、コンビニ等の商業施設、地域公園は道

の駅では整備しない 
■道の駅に求めるイメージ 

・目的地として来ていただける道の駅 
・他の道の駅と違う施設のある道の駅  ・武並町の⾯⽩い場所となる道の駅 
・⾃然のある道の駅             ・⼦どもたちが遊べる道の駅 

■地域の⾷材を用いて体験・加⼯販売など、⼀年を通して様々な展開を図る 

＜コンセプトへの反映＞

■地域住⺠だけでなく、市⺠や観光客、道路利用者等を含めた施設の機能を付加します
■市内の農産物、特産品を活かした体験、販売等に特化した機能を主とします 
■基本構想のコンセプトである『「彩りのまち たけなみ」〜暮らしに寄り添い 未来へ

ひろがる 道の駅〜』の「彩り」には「おもしろみや趣などを付け加える」という意味
があります。検討委員会での検討を踏まえ、「非⽇常を体験できる（⾯⽩い）ことを
付け加える」ことに重点を置き、コンセプトへ反映します
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4.2 整備コンセプトと基本方針 
地域住⺠だけでなく、市⺠や観光客、道路利用者等を含めて広く、ここにしか無い非日

常を体験できる道の駅を目指します。地域の⼈々と共に、⾷を中⼼とした武並の地域資源
を活かし、新しい武並のシンボルとなる場所とします。 

【基本計画の整備コンセプト】 

「未来へはばたく武並 道の駅 irodori※」
※irodori または iroDori 

「irodori」という⾔葉は、樹に実ったたくさんの果実のように、みんなが生き生きとし
ている場所をイメージしており、また、「未来」という⾔葉には、常に進化し、いつも違
った発見がある場所にしたいという思いが込められています。 

図 6 整備コンセプト 
【道の駅全体の基本⽅針】 

武並町道の駅に求める機能を「⾷」の道の駅とし、３つの基本方針を設定します。 

図 7 道の駅全体の基本方針  
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5. 導入機能・施設 

5.1 導入機能・施設の整理 
持続可能で個性豊かな、多くの⼈に愛される「道の駅 irodori 未来へはばたく武並」

を目指し、道の駅に必要な 4 つの基本機能と 8 つの配置施設を設定します。 
① 地域連携機能 

物販施設、飲⾷施設、体験施設、交流創出施設で構成し、地域
の「⾷」を通して「にぎわい」「ふれあい」「未来」の irodori を担
う施設整備を検討します。地元の⾷材を使った六次産業化への取
り組みや収穫や加⼯の体験など、ここにしかない非日常的な体験
を提供し、地域のシンボル的な存在とします。 

② 情報提供機能 

情報提供施設（道路情報、観光情報、魅⼒発信等）において、
道路交通に必要な情報はもちろん、地域の観光地やイベントなど
の情報を提供することで、地域の PR や集客など、地域活性化に
役立つ場とします。 

③ 休憩機能 

休憩施設（駐車場、トイレ）も快適で魅⼒的な場とすること
で、立ち寄ってみたくなる道の駅とします。 

④ 防災機能 

災害時には適切に機能する防災施設（防災広場、備蓄倉庫）と
なるよう、適切な規模と利用しやすい設備の設置を検討します。 

表 5 道の駅の基本機能と基本方針 
道の駅基本機能 

導入施設 

基本方針との整合 

（1）物販施設 

（2）飲食施設 

（3）体験施設 

（4）交流創出施設 

（5）情報提供施設 

（6）休憩施設 

（7）防災施設

（8）管理、その他 

道の駅歌舞伎の里大鹿

道の駅とよはし 

道の駅やちよ 

農業交流センターの調理室

道の駅筑前みなみの里 
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道の駅に導⼊を予定している機能について、事業内容や運営など想定していることを整
理します。今後必要に応じて機能等の見直しを⾏う可能性があります。 

表 6 施設の特⾊（1） 
導入

施設
施設 施設の特色 

(1) 特産物販売 ・地域の特産物のほか、道の駅の取組で６次産業化した商品を販売しま
す。 

・農産物、季節の⾷材の販売スペースも併設します。 
・特産物や６次産業化した商品、農産物等は道の駅フードコートのメニュ
ーに取り⼊れる、体験プログラムとするなど⼀体となって PR します。 

・６次産業化した商品はネットショッピングやふるさと納税返礼品等とす
ることも検討します。 

・地域の特産品を材料として、有名お菓⼦ブランドとコラボレーションし
た新メニューを開発します。

レンタルスペ
ース 
（アンテナシ
ョップ） 

・物産施設の⼀角にスペースを設け、新規起業者の商品や新商品開発等の
発表・販売の場を提供します。 

⾃動販売機 ・地域振興施設の営業時間外に休憩施
設を利用する道路利用者に、２４時
間無⼈で対応できる⾃動販売機を利
用して、飲⾷物や特産品を提供しま
す。 

道の駅南えちぜん山海⾥ MARKET Me
地域の生産者が直接持ち込む、採れたて
の旬の山菜や新鮮野菜、果物、花も⼈気

IKE/SUNPARK
スタートアップ支援の店舗

道の駅四季の郷公園 
FOOD HUNTER PARK

無門福祉会×クラブハリエ 
さつまいもパイ
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表 7 施設の特⾊（2）
導入

施設
施設 施設の特色

(2) フードコート 地元⾷材を利用したメニュー、郷⼟料理など、武並の魅⼒を紹介し、リピ
ートしてもらえるような様々な⾷を提供します。 

・新鮮な地元野菜や⾁、味噌などの調味料を使った武並ならではの⾷事が
楽しめるようにします。 

・栗やいちごを使ったパフェやケーキ等への飾り付け体験、栗きんとんや
和菓⼦への練りきり体験など様々な⾷体験ができるようにします。 

・摘み取り体験をした山菜や野菜を天ぷらにするなどその場で⾷べられる
ような楽しみも付加します。 

・五平餅、石窯で焼いた米粉パンなど香りも楽しめる商品の販売もしま
す。 

・休憩スペースと兼ね、店内テーブル席、屋外テラス席など、様々な場所
で飲⾷や休憩できる空間とします。 

テイクアウト ・フードコートとテイクアウトコーナーは⼀体
的な空間とすることで、店内や屋外テラスで⾷
べたり、テイクアウトできるようにします。 

レストラン、
カフェ、ベー
カリー 

・フードコート（複数の飲⾷店による共通の
席）としない場合は、レストランやカフェ、ベ
ーカリー等の各出店店舗を配置します。 

展望デッキ、
テラス 

・屋外テラス席や建物に併設した展望デッキか
ら眺望を楽しみながら⾷べる、また休憩できる
ようにします。 

瑞穂市はなのかファーム HP 
⾃分で摘んだいちごを使ったパフ

ェ作りのイベント等を実施 

株式会社「恵那ジビエ」の 
加⼯施設（中日新聞 HP） 

シカとイノシシの⾁を加⼯している
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表 8 施設の特⾊（3） 
導入

施設
施設 施設の特色

(3) 料理体験スペ
ース、クラフ
ト体験、⾷
育、多目的ス
ペース 

・郷⼟料理づくり、収穫した農産物を使った料理教室などを体験できるスペ
ースを整備します。 

・⾷の魅⼒を発信する講習会や教室（箸やスプーン、コースターなど地元の
木材を使ったクラフト体験、ジビエや昆⾍⾷などの⾷育）など開催できる
スペースを整備します。 

・調理だけでなく多目的スペースとして、屋内イベント（味噌や醤油、日本
酒などの発酵⾷品をテーマにした試飲や試⾷会）なども開催できるように
します。 

(4) 屋外体験スペ
ース（炭焼
き、火起こ
し、イベント
（防災）広
場） 

・餅つきや薪割り、炭焼き、火起こし、バーベ
キューなど屋外体験の開催に利用できるスペー
スを整備します。 

・恵那スケート場と⼀体となってイベントやま
つりの出店スペースとしても利用します。また
イベントを実施していない時はオープンカフェ
として飲⾷できるスペースとして利用します。

・災害時には防災広場として⼀時避難スペース
や仕分けスペースとしても活用することを想定
します。

(5) 観光案内所、
案内ガイド
（山菜園利用
案内、体験受
付、観光案
内）

・恵那市内の観光地やイベントなど、市内の観
光情報を提供します。 

・観光案内所では案内⼈（観光コンシュルジ
ュ）を配置し、道の駅での体験プログラムの案
内や受付、山菜園利用等の案内の他、市内の観
光施設や周辺の道路案内等を提供します。 

・無料 Wi-Fi を設置し、インバウンドにも対応
した多⾔語ツールやキャッシュレス等を導⼊し
ます。 



5.導入機能・施設 

- 19 - 

表 9 施設の特⾊（4） 
導入

施設
施設 施設の特色

(5) ★情報提供コ
ーナー

・地域振興施設や駐車場に⾯する通路等に、近隣の道の駅情報、周遊観光情
報、防災拠点としての道路・災害情報等を 24 時間、提供します（多⾔語対
応）。 

(6) ★駐車場（休
憩施設・地域
振興施設） 

・交通量や施設利用に応じた規模の駐車
場を確保し、誰もが停めやすい、ゆとり
ある駐車スペースを確保します。 

・⼩型車と⼤型車が交錯しないように可
能な限り駐車スペースを分離し安全を確
保します。 

・障がい者や妊婦向け優先駐車スペース
は施設に近い位置に配置し、⾬が降って
も濡れずに施設内に⼊れるよう屋根付き
とします。 

・⼆輪利用者や⾃転車利用者（ツーリン
グ等）の休憩として利用できる駐輪スペ
ースを確保します。 

・電気⾃動車の普及状況に併せて EV 充
電スタンドが設置できるようにします。

★トイレ（休
憩施設・地域
振興施設） 

・道路利用者をはじめ道の駅を訪れた誰
もが 24 時間利用できる清潔なトイレを
整備します。 

・駐車場からアクセスしやすく地域振興
施設の利用者も利用しやすい位置にトイ
レを配置します。 

・車いすやオストメイト対応トイレや、
ベビーチェア、⼦ども用トイレ等を備え
た多機能トイレ（誰でもトイレ）を整備
します。 

パウダールー
ム

・パウダールームを整備する場合は、ト
イレ併設施設とします。 

・摘み取り農園や火起こし体験等を整備
する場合は、手洗い場やロッカーなどの
設置も検討します。 

★オムツ替
え、授乳室 

・乳幼児がいる⼦育て世帯も利用しやす
いようオムツ替えスペースや授乳スペー
スを設置します。 

凡例）★登録要件としての必須機能  

道の駅阿蘇 
多目的トイレ。日本語、英語、中国語、
台湾語、韓国語で⾳声案内がついている

道の駅あらい 
オムツ替えスペース、授乳室 
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表 10 施設の特⾊（5） 
導入

施設
施設 施設の特色

(6) 休憩スペース ・飲⾷しなくても休憩できるようにしま
す。 

・ベンチを設置し、休憩できる場所を多く
創出します。 

(7) 防災広場 ・瑞浪恵那道路供用後は緊急輸送路として
の役割を求められることが予想され、道
の駅は恵那スケート場と⼀体となって、
道路利用者や地域住⺠の⼀次避難所の機
能を持たせます。 

・災害時は交流創出施設の広場を⼀時避難
や災害拠点として使用します。 

備蓄倉庫 ・防災拠点として備蓄倉庫（又は施設内）
を整備します。 

・必要に応じて⼩型⾃家発電装置、太陽光
発電施設、災害用マンホールトイレ、耐
震性の⾼い飲料水兼用貯水槽の設置を検
討します。 

(8) 事務所 ・道の駅の管理運営を⾏う事務所を設置します。 
バス停 ・武並駅等を結ぶバスルートを検討し、道

の駅にバス停を設置します。 

店舗用倉庫、
搬⼊用駐車場

・特産品販売やフードコート、調理・加⼯施設等の倉庫や搬⼊用等の駐車ス
ペースが必要です。

★通路、付帯
施設等 

・道の駅登録要件として駐車場とトイレを結ぶ主要な歩⾏経路のバリアフリ
ー化を図ります。 

遊歩道（恵那
スケート場と
のアクセス
道） 

・恵那スケート場と⾏き来できるよう遊歩
道や、切⼟法⾯を活用した散策路等を整
備します。 

凡例）★登録要件としての必須機能  

道の駅⼩谷 
暖炉がある休憩場所 

道の駅 筑前みなみの⾥ 
災害用収納を兼ねたベンチ（㈱コトブ

キ）

道の駅天空の郷さんさん 
備蓄倉庫の他、⾃家発電設備、防火水

槽、給水タンクなどの設置 

道の駅 むつざわつどいの郷 
バス停（千葉県公式観光サイト） 

鶴岡市赤川かわまちづくり 
法⾯の散策路の活用 



5.導入機能・施設 

- 21 - 

図 8 ⾷体験展開ストーリー（案） 
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5.2 導入施設の規模 
導⼊施設の内容や必要な施設規模の算出を踏まえ、想定規模を導きます。 

表 11 導⼊施設の規模 
導入施設

想定規模
（㎡）

(1)物販施設 

特産品販売所 

1,000

レンタルスペース 

⾃動販売機 

(2)飲⾷施設 
※屋外を含む 

フードコート 

テイクアウト 

レストラン、カフェ、ベーカリー 

展望デッキ、テラス 

(3)体験施設 料理体験スペース、クラフト体験、⾷育、多
目的スペース 500

(4)交流創出施設 屋外体験スペース（炭焼き、火起こし、イベ
ント（防災）広場） 500

(5)情報提供施設 50

(6)休憩施設 

休憩施設駐車場  

4,500地域振興施設駐車場 

休憩施設トイレ 

地域振興施設トイレ 

(7)防災施設 
防災広場 100
備蓄倉庫 
※規模は事例をもとに仮定 

(8)管理・その他 

事務所 

750バス停 

通路、付帯施設等 
※規模はその他施設の約1割と仮定 

合計  7,500
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6. 施設配置 

6.1 施設配置のゾーニング 
以下に示す各機能、施設の関係性を基に施設配置を検討します。

図 9 道の駅の機能と施設の関係性  
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6.2 施設配置案 

各機能、施設の規模および関係性を踏まえ、施設配置案を作成しました。 
なお、今後の基本設計等の検討及び関係機関との協議により、施設配置や道路線形、進

⼊ルート等が変更となる場合があります。 

図 10 施設配置案 
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6.３ アクセスイメージ 

周辺道路から道の駅までのアクセスを表すため、アクセスイメージを作成しました。 
なお、今後の基本設計等の検討及び関係機関との協議により、道路線形や進⼊ルート等

が変更となる場合があります。 

・国道瑞浪恵那道路からのアクセスイメージ 
⻑野方⾯からのアクセス（上り線）は瑞浪恵那道路からの進⼊ルートを想定 

 名古屋方⾯からのアクセス（下り線）は以下の図 11 で示している往 A 及び往 B ルート
を想定 

図 11 アクセスイメージ 
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7. 整備・管理運営の手法 

7.1 整備・管理運営手法 

（1）整備手法の整理 
道の駅の整備・管理運営手法としては、市町村で施設を整備し、市町村で管理運営を

実施する「公設公営」⽅式と、市町村で施設を整備し、⺠間が管理運営する「公設⺠
営」⽅式、⺠間が施設を整備し、管理運営を⾏う「⺠設⺠営」⽅式があります。 

道の駅では、地域の意向を反映しながら⾏政との連携により地域活性化を図り、かつ
事業の収益性も確保していく必要があり、基本構想より公設⺠営を前提に検討を進めて
います。財政負担の軽減、地元事業者等の参画という点から公設公営よりも公設⺠営が
優位であり、⺠設⺠営は⼀般的に⼀定の事業規模がないと⺠間事業者の参画が得られに
くい懸念があります。 

なお、「公設⺠営」方式には、設計・建設・管理運営の発注範囲によって従来型、Ｄ
Ｂ方式、ＤＢＯ方式に分けられます。 

表 12 主な整備・管理運営手法の分類 

整備・管理運営手法 
資⾦ 
調達 

設計 建設 管理 
運営 

施設の所有 

公設 
公営 

①公設＋直営（⼀部業務委託を含む）
市 市 市 市 市 市 

公設 
⺠営

②公設＋指定管理 
（従来方式） 市 市 市 ⺠間 市 市 

③DB 方式＋指定管理 
(Design Build) 市 市 市 ⺠間 市 市 

④DBO 方式 
(Design Build Operate) 市 市 市 ⺠間 市 市 

⺠設
⺠営 PFI 

方式

⑤BTO 方式 
(Build Transfer Operate) ⺠間 ⺠間 ⺠間 ⺠間 市 市 

⑥BOT 方式 
(Build Operate Transfer) ⺠間 ⺠間 ⺠間 ⺠間 ⺠間 市 
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（2）公設民営の事業スキーム 
②公設＋指定管理（従来方式）の場合 

市が資金調達を⾏い、施設の設計、施⼯、維持管理・運営を各々発注する従来型の方
式です。市から指定管理者の指定を受けた事業者が施設の運営維持管理を⾏います。 

③ＤＢ方式＋指定管理の場合 

市が資金調達を⾏い、施設の設計・施⼯（Design Build）を⼀括して発注するもので
あり、設計・施⼯間のフィードバックにより、コストの削減や⼯期の短縮が期待できま
す。契約形態としては、設計施⼯請負契約となり、管理運営は別途発注することとなり
ます。 

②、③のケースとも、⼀般的には施⼯完了した後に管理運営事業者を選定しますが、
設計段階から管理運営側の意見を反映できるよう早期に管理運営事業者を選定するケー
スもあります。 

④ＤＢＯ方式の場合 

市が資金調達を⾏い、設計・施⼯（Design Build）、維持管理・運営（Operation）を
包括的に発注する方式です。市は連名の応募グループと基本契約を締結のうえ、設計施
⼯請負契約、指定管理基本協定を各々締結します。 

⼀般的に、DBO 方式は⺠間事業者が資金調達する PFI 方式よりも事業者の負担軽減
が図られやすいと考えられます。 
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（3）指定管理者制度 
平成 15 年６⽉の地方⾃治法改正により創設された制度で、指定管理者に利用の許可

なども含めた包括的な管理運営を任せることができるようになったもので、多様化する
住⺠ニーズに対応するなど、 ⺠間事業者等が有するノウハウを公の施設にも活用する
ことで、サービスの向上や経費の縮減等を図ることを目的としています。 

＜参考＞ 道の駅の管理・運営者種別 

出典：第４回 地域経済に関する有識者懇談会／平成 25 年／内閣府 
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7.2 管理運営主体の検討 
表 13  管理運営者の形態別の特徴 

事業主体 形態 概要

公共 直営 
・⾏政が直接管理運営を⾏う。 
〇公益性の確保がされやすい。 
△収益性の⾼い経営ノウハウに劣る。 

公共＋⺠間 第三セクター

・⾏政と⺠間の共同出資により設立された組織が管理運営を⾏う。
設立された組織が指定管理者となるケースが多い。 

○⾏政との連携が図りやすく、地域活性化に資する事業で効果を発
揮しやすい。 

△意思決定までに時間がかかり、⺠間活⼒を⼗分に発揮できない場
合がある。 

⇒⺠間出身の経営能⼒のある駅⻑が運営責任者であるケースや、住
⺠が出資によって参画しているケースが多い。

⺠間

⺠間組織
（⺠間企業、
NPO 団体の
組織） 

・類似施設の運営経験など、流通、⼩売りに関するノウハウを有し
た⺠間組織が、道の駅運営に関わる業務を包括的に実施する。 

○利用者の多彩な要望に迅速に対応する運営能⼒、経営ノウハウや
専門知識を有している。 

△地元企業以外の⺠間企業の場合、地元との関わりが薄く、協⼒体
制がとりづらくなる可能性がある。 

△公益性が⾼く収益性が低い取組が軽視される懸念がある。 
△多様な施設・機能の運営に対応できる事業者であることが望まれ

るため、事業者が限定される可能性がある。 
⇒指定管理者の方針に沿って運営されることとなるため、駅⻑はそ

の組織が選出することが⼀般的である。 

組合等 

・地域における農業生産者、商⼯業者、地域住⺠によって、道の駅
の運営を目的に新たに設立される組織。 

・公設⺠営方式の事例では、生産者（農漁協）、商⼯業者など、地域
住⺠による組織も多くみられ、株式会社化している例もある。

○事業への出資を伴う形での住⺠参加型の運営が実施しやすく、地
域住⺠が道の駅の運営に対し、⾼い意識を持つ傾向にある。

○地元産物に精通しているため生産者等との協⼒関係を良好に築く
ことができる。 

△管理、運営ノウハウの不足や、労務管理及び財務管理⾯での不安
がある。 

⇒経営ノウハウに不足するデメリットを補うため、駅⻑に流通、⼩
売りのノウハウを有する⺠間企業経営者や管理職経験者を採用す
ることや、アドバイザーとしての参画を要請すること等を検討す
る必要がある。 
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８. 道の駅の開設に向けて 

８.1 市内道の駅等との連携 
国土交通省が令和 2 年に打ち出した「道の駅第 3 ステージ」に適応するため、以下の項目を

踏まえて検討を進めます。 

（1）市内道の駅との連携 
来訪者の市内回遊を促進するため、市内道の駅「そばの郷らっせいみさと」「おばあちゃん市

山岡」「上矢作ラ・フォーレ福寿の里」との連携を検討します。 

（2）道の駅がない地域との連携 
より多彩で魅力的なサービスを提供し地域への還元を促進するため、道の駅がない恵那市中

心部（大井、長島）、笠周地域（笠置、中野方、飯地）等との連携を検討します。 

（3）周辺施設との連携 
若者の視点によるアイディアの発掘や就労体験の提供等を図るため、中部大学研修センター

や市内高校等との連携を検討します。また、岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場、瑞浪市道

の駅等とイベント開催や防災面での連携を検討します。 

◀南房総道の駅 

スタンプラリー 

▶渥美半島菜の花浪漫街道 

サイクリストの受入拠点 

▶道の駅うきは 

  農産物の庭先集荷 

◀渥美半島菜の花浪漫街道 

体験受付窓口 

▶クリスタルパークにて開催している 

アヴェニールマルシェたけなみ 

▼道の駅と大学の連携イメージ 
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８.2 今後の課題 
道の駅の開設に向けて、今後下記の項目について取り組んでいきます。 

（1）整備事業の推進 
道の駅の整備事業における方針を決定し、用地取得や調査・設計・工事等について着実に

進める必要があります。また施設の設計段階から管理運営者の意見を取り入れ、効果的な施

設整備を目指します。 

（2）各種協議の推進 
道路管理者である国土交通省等との関係機関と協議を重ね、道の駅開設に向けてスケジュ

ールに配慮しながら事業を進める必要があります。 

（3）管理運営体制の具体化 
本計画では、道の駅の管理運営について指定管理者制度を主軸に検討を進めることとしま

した。地域を主体とした運営を進めるための効果的な手法について検討し、適切な人材の確

保や資金調達の方法について、最適な方法を検討する必要があります。 




